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 第 7 章「父をめぐる物語――巨人への道程」および第 8 章「『巨人』における父との和解」では、
主要作品を成立順に取り上げながら、上述のテーマの展開が詳細に分析・解釈されている。父と子（息
子）の対峙は、神と人間の葛藤、彼岸（死）と此岸（生）の相克を含意する。論者は、父の克服から
父との和解へとモチーフが変遷することの内に、他者の存在を受け入れる寛容精神の成熟を見る。そ
こにはまた人間の本質を「二重性」と見る思想があり、この作者の造語とされる「ドッペルゲンガー」
が意味するのもそれである。論者によれば、ジャン・パウルの文学は、対立を保持し宥和させる力と
しての寛容を描くものであり、ユーモア・空想・機知といった文体は、この寛容の精神を表出するた
めの手段として選ばれたのである。 
 ジャン・パウルの文学は、それを小説成立期の制約を強く受けた通俗的で不完全な作物として見る
か、その「カーニバル的」な言語造形の先駆性に着目するかで、大きく評価がわかれるが、いずれに
しても、その全体像を把握することはきわめて困難である。論者はこの困難な課題に正面から取り組
み、初期から代表作『巨人』に至る作品を綿密に読み込むことで、文体とテーマの両面から、その文
学的特徴を詳細かつ多面的に跡づけた。そこには、修辞法における「換喩」の重要性への着目など幾
つかの斬新な論点が含まれている。この論文が、わが国における今後のジャン・パウル研究に大きく
寄与することは明らかであり、博士（文学）の学位を授与されるにふさわしいと認められる。 
 
